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春日井市の産業振興アクションプランに関するアンケート調査

集　計　結　果
配布数911(宛先不明分除く)　　回収数238　　回収率26.1％
■経営の現状と見通しについてお尋ねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問１　【業況】貴事業所の収益を中心とした全般的な業況の判断を、選択肢から該当する番号ひとつに○印をおつけください。

①最近（現在を含めたここ１ヶ月）では
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最近の業況については、「悪い」の割合が一番高く、6割を超えている。次いで「さほど良くない」が3割、「良い」が1割未満となっている。


②先行き（３ヶ月後まで）では
	[image: image10.emf]不足
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業況の先行きについては、「悪い」の割合が一番高く、半数を超えている。次いで、「さほど良くない」が4割強、「良い」が1割未満となっている。


	【参考】日本銀行「短観」　業況判断DIとの比較

[image: image11.emf](「良い」-「悪い」･％ポイント)

短観

(全国)

短観

(東海3県)

春日井

最近 -45 -57 -57

先行 -41 -50 -46

変化幅 4 7 11

　日本銀行では｢短観｣の中で、本アンケートの問１と同様の設問を設けており、｢良い｣と回答した企業の割合から｢悪い｣と回答した企業の割合を引いた数を｢業況判断ＤＩ｣として公開している。この数値を比較すると、全国と東海では東海のほうが業況が悪く、春日井は東海と同水準であることがわかる。

※短観は2009年6月調査


問２　【雇用】貴事業所の春日井市内の雇用人員の過不足についての判断を、選択肢から該当する番号ひとつに○印をおつけください。

①最近（現在を含めたここ１ヶ月）では
	最近の雇用人員の過不足については、「適正」の割合が一番高く6割強。次いで「過剰」が3割台半ば、「不足」は2.1％であった。
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②先行き（３ヶ月後まで）では
	雇用人員の過不足の先行きについては、「適正」の割合が一番高く、7割近くを占めている。次いで、「過剰」が3割弱、「不足」が4.2%となっている。
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	【参考】日本銀行｢短観｣　雇用判断DIとの比較
問１と同様に、日本銀行｢短観｣の雇用判断ＤＩ(「過剰」から｢不足｣を引いた数)を比較すると、全国より東海のほうが雇用判断が悪く、春日井は東海と同水準であることがわかる。
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※短観は2009年6月調査


問３　【設備】貴事業所の春日井市内の生産・営業用設備についての判断を、選択肢から該当する番号ひとつに○印をおつけください。

①最近（現在を含めたここ１ヶ月）では
	最近の生産・営業用設備については、「適正」の割合が一番高く、約7割を占めている。次いで、「過剰」が2割強、「不足」が1割弱となっている。
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②先行き（３ヶ月後まで）では
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生産・営業用設備の先行きについては、「適正」の割合が一番高く、7割を超えている。次いで、「過剰」が約2割、「不足」が約1割となっている。


	【参考】日本銀行｢短観｣　生産・営業用設備判断DIとの比較

　問１と同様に、日本銀行｢短観｣の生産・営業設備判断ＤＩ(｢過剰｣から｢不足｣を引いた数)を比較すると、春日井市は全国水準よりもさらに設備判断が良好であることがわかる。
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※短観は2009年6月調査


問４　【資金繰り】貴事業所の資金繰りについての判断を、選択肢から該当する番号ひとつに○印をおつけください。

①最近（現在を含めたここ１ヶ月）では
	最近の資金繰りについては、「さほど苦しくない」の割合が一番高く、半数を超えている。次いで、「苦しい」が4割強、「楽である」が6.0%となっている。
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	【参考】日本銀行｢短観｣　資金繰り判断との比較

　問１と同様に、日本銀行｢短観｣の資金繰り判断ＤＩ(｢楽である｣から｢苦しい｣を引いた数)を比較すると、春日井市は東海3県よりも大幅に資金繰り判断が悪いということがわかる。
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※短観は2009年6月調査


問５　【施設の拡張移転・設備投資に関する環境変化について】

貴事業所では、春日井市内あるいは春日井市周辺において、拡張用地や新設用地などが必要になっていますか。該当する番号ひとつに○印をおつけください。

	「すぐにでも必要である」「近い将来必要である」「状況によって必要となる可能性がある」の各割合の合計は、33.8％で昨年調査の47.4％から低下したものの引き続き需要が確認された。
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問６　用地の取得・確保は、いつ頃までに必要となりそうですか。該当する番号ひとつに○印をおつけください。

	用地の取得・確保の時期について、昨年度と比較して｢わからない｣の割合が大幅に上昇している。景気の不透明感が高まり、投資に踏み切れない企業が増えていると思われる。
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■春日井市や商工会議所の経営支援体制についてお伺いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問７　あなたが、補助金や助成金の活用、公的融資制度の活用などを考えた場合、下記のどの機関へまず相談しようと思いますか。該当する番号の上位３つに○印をおつけください。

	補助金や助成金の活用、公的融資制度の相談先として、まず取引先の銀行、税理士・会計士への高いニーズがみられた。今後は、これらの関係機関との連携が必要である。


[image: image30.emf]（件）

№

カテゴリ 大変関心があ

る(N=60)

少し関心があ

る(N=86)

合計

1

通勤しやすい場所に「ソフト開発」「商品開発」に適したIT

環境充実なオフィスが低廉価格で提供

9 10 19

2

大学内や隣接場所に「技術開発」「試作・評価」に適した

オフィス・作業スペースが提供

10 22 32

3

インター周辺で新ビジネスモデルによる流通業務可能な

IT環境、セキュリティが確保された配送・流通施設が提供

9 18 27

4

既存工場団地内で、新取引先の要請、新事業の展開に

応じて弾力的に利用できる作業・生産スペースが提供

28 28 56

5

駅前商店街に新製品や試験販売を行う実験的店舗ス

ペースが低廉に提供

6 13 19

6

ロードサイドの空店舗・工場を活かし、実験的店舗スペー

スが低廉に提供

10 13 23

[image: image31.emf]工場団地 3

勝川駅周辺 1

名古屋市内 1

その他 4

[image: image32.emf]（件）

№ カテゴリ

すぐに使いた

い制度(N=49)

近い将来に使

いたい制度

(N=89)

状況次第で使

いたい制度

(N=120)

合計
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2 従業員の高齢化に対応した作業環境の改善 7 13 29 49

3 大地震に備えた耐震工事 8 10 33 51

4 騒音・振動・臭気の苦情対策の工事・設備導入 5 17 34 56

5 離職者・OBの再雇用・再就職 11 30 35 76

6 若年者や失業者の試行雇用・正規雇用 12 24 43 79

7 「プライバシマーク」の取得 2 4 15 21

8 民間格付機関による企業格付取得費用 1 3 15 19

9 「エコアクション21」の取得 5 5 18 28

10 災害やインフルエンザ等に対応した業務継続計画策定 8 12 22 42
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問８　あなたが、これまで補助金・助成金の活用、公的融資制度の活用で、実際に利用または相談した機関はありますか。過去３ヵ年程度で、実際に利用・相談した機関について、該当する番号すべてに○印をおつけください。

	補助金や助成金の活用、公的融資制度の実際の利用・相談機関としては「取引先の銀行」の割合が高くなっている。次に市と商工会議所となるが、いずれも２割程度で高い状況にはない。
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問９　春日井市、春日井商工会議所に対して、企業活動支援の面で、期待するものについて、期待する分野（①の選択肢）から上位３つまでを選び、第１位～第２位のそれぞれについて期待する機能（②の選択肢）から各２つまで選んでください。
○期待する分野

	資金繰り、販路開拓、経営革新・経済改善、雇用・採用など企業支援に対して幅広い期待があることが確認された。
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○期待する機能

	市、商工会議所の双方に共通して補助金・助成金、制度・規制・税金の情報ニーズが高くなっており、情報提供の拡充が求められる。また売り先・仲介先などの紹介も共通してニーズがみられる。




問10　春日井市、春日井商工会議所の企業活動支援の役割・機能として、期待するものがありましたら、自由に下欄にお書きください。(フリーアンサー)
	　具体的な内容を分類すると、「人材の育成に関すること」等が比較的多かった。




■新事業展開・業務拡張・第二創業に向けた環境整備について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問11　上記の提供タイプのうち関心のあるタイプについて、下記欄の「大変関心がある」「少し関心がある」のそれぞれに該当する番号へ○印をつけてください。該当する番号いくつでも結構です。関心がない場合は、特に○印をつける必要はありません。
	｢既存工場団地内での作業・生産スペース｣については、｢大変関心がある｣が28件、と｢少し関心がある｣が28件と、高い関心が示された。また、「大学内や隣接場所のオフィス・作業スペース」については、中小・ベンチャー系企業からのニーズがみられた。





問12　新たなビジネス展開、業務拡大、第二創業に向けて、貴事業所が必要とする場所がありましたら、下記欄に具体的にお書きください。
	具体的な内容を分類すると、｢工場団地｣が比較的多かった。



■助成・支援制度について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問13　平成21年度より、春日井市では新たに右頁の助成・支援制度が設けられました。各制度に対する、ご関心についてお伺いします。各新規制度の関心度ついて、A欄の１～6までの該当する番号を選んでください。
	平成21年新設の助成・支援制度に対する関心については、「雇用促進支援事業」が最も関心が高く、｢利用を検討したい｣と｢状況次第｣を足した数は４割以上であった。また、「設備投資助成事業」も関心が高く、３割強という結果であった。
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問14　新たな助成・支援制度として関心がある制度について、下欄の「すぐに使いたい」「将来使いたい」「状況次第で使いたい」のレベルごとに、下のA欄の助成・支援制度の中から該当するもの選んで、番号を記入してください。
	新たな助成・支援制度に対する関心については、問13で関心の高かった雇用促進と設備投資助成の制度に対する関心がここでも高く、｢若年者や失業者の試行雇用・正規雇用｣が79件、｢離職者・OBの再雇用・再就職｣が76件、｢環境対策・省エネ対策設備の導入｣が73件であった。高齢者の作業環境、耐震工事は、“状況次第”で利用したいとするニーズが高い。
災害やインフルエンザ等に対応した業務継続計画策定は、“状況次第”で利用したいとするニーズが高い。プライバシーマークや企業格付けに対するニーズも同様である。




問15　新たな助成・支援制度として、ご意見・ご要望がありましたら、下欄に自由にお書きください。

	新たな助成・支援制度についての具体的な要望としては、｢アスベスト対策への助成｣や｢事業所税の還元｣などが見られた。




■その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問16　春日井市では、平成21年３月に「春日井市産業振興アクションプラン」を作成し、以下の５つを基本目標とする施策展開を進めています。あなたは、本アクションプランをご存知ですか。以下の選択肢から該当する番号に○印をつけてください。

	｢春日井産業振興アクションプラン｣の知名度については、「読んだことがある｣企業が１割以下に留まっており、今後も引き続きＰＲに力を入れていく必要がある。



１．２．を回答いただいた方は、次の設問をお答えください。
アクションプランをどこで知りましたか。

	｢春日井産業振興アクションプラン｣を知ったきっかけについては、｢講演会・セミナー・会合｣が最も割合が大きく６割強となっている。





問17　「春日井市産業振興アクションプラン」では、春日井市と春日井商工会議所の窓口機能・相談機能などを見直し、サービスが高く利用しやすいワンストップサポートの構築を目指しています。窓口や相談が、市役所と商工会議所に跨ることで不便や問題と感じることがあれば、下欄に自由にお書きください。

	以下のような意見がみられた。
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問18　今後の春日井市の産業振興のあり方について、ご意見がありましたら自由にお書きください。

	具体的な内容を分類すると、｢事業所税の活用｣に関する意見が多かった。
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■　貴社について、ご記入ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
春日井市内にある事業所の業種について、該当する番号すべてに○印をおつけください。
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春日井市内にある事業所の従業者数について、該当する番号ひとつに○印をおつけください（役員や非正規雇用者、あるいは事業主や無給家族従事者なども含む、働いている人すべての人数でお願いします）。
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参考：アンケート調査票
平成21年7月　日

事業所の皆様

春日井市の産業振興アクションプランに関するアンケート調査

ご協力のお願い
拝啓　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。また、日頃は行政運営に格別のご厚情を賜り、誠にありがとうございます。

春日井市では、平成21年３月に、「ベッドタウンからライフタウンへ」の推進エンジンの役割を担う戦略的実行計画として『春日井市産業アクションプラン』をとりまとめ、現在、アクションプランに従って、具体的な取り組みを進めております。

策定にあたっては、昨年７月に、市内に事業所や工場などを置かれる事業者の皆様方へのアンケートをお願い致しましたが、本年度においても、リーマンショック以降の経済環境の大きな変化にも対応し、より効果の高い施策を展開していくことや、ワンストップサポート等の具体的な施策の検討のために、改めて皆様からのご意見を伺う形になりました。

つきましては、ご多忙のところ、誠に恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解いただき、アンケートの回答にご協力くださいますよう宜しくお願い申し上げます。
敬具

平成21年７月　春日井市長　伊藤 太

【本調査について】

○本アンケート調査は、春日井市内の事業所の皆様にお送りしております。春日井市外に本社がある事業者の皆様につきましても、春日井市内にある事業所にお送りいたしておりますので、当該事業所にて回答することがむずかしい場合には、誠に恐縮ですが、本社や地区の統括事業所などの担当する部署にて、ご対応くださいますようお願い申し上げます。

○本アンケート調査は、アクションプランの施策検討以外の目的では利用しません。また、ご回答内容は全て統計的に処理しますので、個々の調査票の結果や回答が他に知られることはありません。

○各設問の選択肢（番号または記号）に○印をおつけください。また、（　　　　）、〔　　　　〕、枠囲み部分には具体的な数値、記述をお願い致します。

○本アンケート調査のご回答は、平成２1年８月10日（月）までに同封の返信用封筒にてご返送いただくようお願い致します。

○本調査の業務及び集計は、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱に委託しており、アンケート票の返送先は、委託先とさせていただいておりますのでご了承ください。

○個人情報の削除等のお申し出や本調査についてのご質問は、委託先の担当にご連絡ください。

	【委託先】三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱

政策研究事業本部（名古屋）　研究開発第二部（担当：北、佐々木、永柳）

　　　　　　　　　TEL：052-203-5322　　FAX：052-201-1387

　　　　　　　　　〒460-8621　名古屋市中区錦3-20-27御幸ビル6F

個人情報は、同社の「個人情報保護方針」及び「個人情報の取扱いについて」<http://www.murc.jp/profile/privacy.html>に従って適切に取り扱います。


【委託元】春日井市　産業部　企業活動支援課（担当：足立）　TEL　0568-85-6247




■経営の現状と見通しについてお尋ねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　春日井市内の事業所（事業所・工場・店舗）を対象に、ご回答ください。季節的な要因で変動する場合は、その変動要因を除いてご回答ください。

問１　【業況】貴事業所の収益を中心とした全般的な業況の判断を、選択肢から該当する番号ひとつに○印をおつけください。

　①最近（現在を含めたここ１ヶ月）では　→　　　

　②先行き（３ヶ月後まで）では　　　　　　 →　　　
問２　【雇用】貴事業所の春日井市内の雇用人員の過不足についての判断を、選択肢から該当する番号ひとつに○印をおつけください。

　①最近（現在を含めたここ１ヶ月）では　→　　　

　②先行き（３ヶ月後まで）では　　　　　  →　　　
問３　【設備】貴事業所の春日井市内の生産・営業用設備についての判断を、選択肢から該当する番号ひとつに○印をおつけください。

　①最近（現在を含めたここ１ヶ月）では　→　　　

　②先行き（３ヶ月後まで）では　　　　　  →　　　
問４　【資金繰り】貴事業所の資金繰りについての判断を、選択肢から該当する番号ひとつに○印をおつけください。

　①最近（現在を含めたここ１ヶ月）では　→　　　

問５　【施設の拡張移転・設備投資に関する環境変化について】

貴事業所では、春日井市内あるいは春日井市周辺において、拡張用地や新設用地などが必要になっていますか。該当する番号ひとつに○印をおつけください。


1. すぐにでも必要である　

2. 近い将来必要である　　　　　　　　　　　

3. 状況によって必要となる可能性がある

4. 必要としない・必要となる可能性もない　　
問６　用地の取得・確保は、いつ頃までに必要となりそうですか。該当する番号ひとつに○印をおつけください。


1. １年以内　　　2. ２～３年後　　　3. ４～５年後　　　4. ６年以上　　　5. わからない

■春日井市や商工会議所の経営支援体制についてお伺いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問７　あなたが、補助金や助成金の活用、公的融資制度の活用などを考えた場合、下記のどの機関へまず相談しようと思いますか。該当する番号の上位３つに○印をおつけください。
　　　
　　　1. 取引先の銀行　　　　　　　　　　　　2. 税理士・会計士またはその所属事務所
3. 春日井市役所　　　　　　　　　　　　4. 春日井商工会議所

5. 組合・業界の加盟事務所　　　　　　　6. 国・県または関係事務所

7. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
8. 相談したことがない・よくわからない　　

問８　あなたが、これまで補助金・助成金の活用、公的融資制度の活用で、実際に利用または相談した機関はありますか。過去３ヵ年程度で、実際に利用・相談した機関について、該当する番号すべてに○印をおつけください。
　　　
　　　1. 取引先の銀行　　　　　　　　　　　　2. 税理士・会計士またはその所属事務所
　　　3. 春日井市役所　　　　　　　　　　　　4. 春日井商工会議所
5. 組合・業界の加盟事務所　　　　　　　6. 県または財団法人あいち産業振興機構

7. 中部経済産業局

8. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9. 利用したことがない・よくわからない　　

問９　春日井市、春日井商工会議所に対して、企業活動支援の面で、期待するものについて、期待する分野（①の選択肢）から上位３つまでを選び、第１位～第２位のそれぞれについて期待する機能（②の選択肢）から各２つまで選んでください。





	　　
	
	期待する分野

①欄から

一つずつ
	期待する機能

②欄から①の分野に

あわせて２つまで

	市に期待するもの

	第１位
	
	
	

	
	第２位
	
	
	

	商工会議所に期待する

もの
	第１位
	
	
	

	
	第２位
	
	
	


問10　春日井市、春日井商工会議所の企業活動支援の役割・機能として、期待するものがありましたら、自由に下欄にお書きください。

■新事業展開・業務拡張・第二創業に向けた環境整備について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　春日井市は、中部圏の中心に位置し、名古屋市にも隣接するなど、創業・起業に適した事業環境を持っていますが、「駅前の好立地」、「大学隣接地」、「インター周辺」、「商店街」、「既存工業団地内・隣接地」では、新たに立地できる場所が少なく、市外への事業所流出もみられます。

このため、新事業展開、業務拡張、第二創業などの新たな創業・起業の受け皿として、周辺相場と比べて低廉なスペースが以下の各タイプの様に提供された場合の貴事業所の進出意向をお聞きしたいと思います。


【主に製造業・情報サービス企業の方を対象】

1.提供タイプ１　駅前の通勤しやすい場所に「ソフト開発」「商品開発」に適したIT環境の充実したオフィスが低廉な価格で提供される。

　2.提供タイプ２　大学内や大学に隣接した場所に「技術開発」「試作・評価」に適したオフィス・作業スペースが提供される。

　3.提供タイプ３　インター周辺にて新たなビジネスモデルによる流通業務が可能なIT環境、セキュリティが確保された配送・流通施設が提供される。

　

4.提供タイプ４　既存の工場団地内で、試作・開発などの新たな取引先の要請、新事業の展開に応じて弾力的に利用できる作業スペース・生産スペースが提供される。

【主に小売業の方を対象】

5.提供タイプ５　駅前の商店街のなかに、新製品や試験販売を行う実験的な店舗スペースが低廉に提供される。

6.提供タイプ６　ロードサイドの空き店舗・工場を活かして、実験的な店舗スペースが低廉に提供される。


問11　上記の提供タイプのうち関心のあるタイプについて、下記欄の「大変関心がある」「少し関心がある」のそれぞれに該当する番号へ○印をつけてください。該当する番号いくつでも結構です。関心がない場合は、特に○印をつける必要はありません。
	
	大変に関心がある
	少し関心がある

	該当する提供タイプの番号を上記から選んで○をつけてください。
	1　　2　　3　　4　　5　　6
	1　　2　　3　　4　　5　　6


問12　新たなビジネス展開、業務拡大、第二創業に向けて、貴事業所が必要とする場所がありましたら、下記欄に具体的にお書きください。


　　　自由回答欄

■助成・支援制度について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問13　平成21年度より、春日井市では新たに右頁の助成・支援制度が設けられました。各制度に対する、ご関心についてお伺いします。各新規制度の関心度ついて、A欄の１～6までの該当する番号を選んでください。

	制度名（右頁の参考に対応しています）
	選択肢（下のA欄の該当する番号に○）

	【工業・研究開発関連】

a.立地企業雇用奨励事業

b.設備投資助成事業

c.工業振興共同事業

d.新分野進出等企業支援事業

【雇用促進】

e.雇用促進支援事業

【商業関連】

f.商店街振興活性化事業

g.商店育成モデル事業
	1.　　2.　　3.　　4.　　5.　　6.（　　　　　　　　　）
1.　　2.　　3.　　4.　　5.　　6.（　　　　　　　　　）
1.　　2.　　3.　　4.　　5.　　6.（　　　　　　　　　）
1.　　2.　　3.　　4.　　5.　　6.（　　　　　　　　　）
1.　　2.　　3.　　4.　　5.　　6.（　　　　　　　　　）
1.　　2.　　3.　　4.　　5.　　6.（　　　　　　　　　）
1.　　2.　　3.　　4.　　5.　　6.（　　　　　　　　　）




問14　　新たな助成・支援制度として関心がある制度について、下欄の「すぐに使いたい」「将来使いたい」「状況次第で使いたい」のレベルごとに、下のA欄の助成・支援制度の中から該当するもの選んで、番号を記入してください。

	設備投資関連

雇用関連

資格・認証等の取得

その他
	1. 太陽光発電パネルなど環境対策・省エネ対策設備の導入に対する補助

2. 従業員の高齢化に対応した作業環境の改善に対する補助

3. 大地震に備えた耐震工事に対する補助

4. 近隣からの騒音・振動・臭気の苦情対策の工事・設備導入に対する補助

5. 離職者・OBの再雇用・再就職に対する補助

6. 若年者や失業者の試行雇用・正規雇用に対する補助

7. 「プライバシーマーク」の取得に対する補助

8. 民間格付機関による企業格付取得費用に対する補助

9. 「エコアクション21」（環境庁外郭団体IGES-Cfs）の取得に対する補助

10.災害やインフルエンザ等に対応した業務継続計画（BCP）の策定に対する補助

11.地元貢献や地域交流のための「まつり」・「イベント」のための補助・機材貸与




	すぐに使いたい制度
	近い将来に使いたい制度
	状況次第で使いたい制度

	

	

	



問15　新たな助成・支援制度として、ご意見・ご要望がありましたら、下欄に自由にお書きください。


参考　平成21年度に新規に創設された助成制度

	
	事業名
	対象
	助成金額
	限度額

	a.
	立地企業雇用奨励事業
	工場新増設・移転事業又は高度先端産業立地促進事業を行う事業者が、当該工場等の操作又は事業を開始してから3年間で、新たに5人以上の常用雇用従業員を増員する場合

※増員する常用雇用従業員の3分の1以上が市内に住所を有する場合に限ります。

※市内事業所の減員分を除きます。
	1人当たり30万円
	1,500万円

	b.
	設備投資助成事業
	市内の自己の用に供する建物内に事業の高度化又は効率化のため、新たに1億円以上の生産設備及びその付属設備を設置する場合
	固定資産（償却資産のみ）に係る評価額の5％以内の額
	1,000万円

	c.
	工業振興共同事業
	工業団地協同組合又は3社以上（子会社を除く。）の事業者が連携して通勤バス、託児支援等の福利厚生事業、講習会等の共同事業を行うための運営にかかる経費

※通勤バス、託児支援等の福利厚生事業については最長3年間に限ります。

※連携事業者の3分の2以上が製造業者の場合に限ります。
	通勤バス、託児支援等の福利厚生事業については、対象経費の3分の1以内の額
	400万円

	
	
	
	講習会等の共同事業については、対象経費の20％以内の額
	200万円

	d.
	新分野進出等企業支援事業
	ふるさと財団（財団法人地域総合整備公団）が行う新分野進出等企業支援補助事業の対象となる新商品開発等を行う場合
	対象経費の3分の2以内の額
	1,000万円

	e.
	雇用促進支援事業
	雇用促進計画に基づき、事業者が3年間で新たに5人以上の常用雇用従業員を増員する場合

※増員する常用雇用従業員の3分の1以上が市内に住所を有する場合に限ります。

※市内事業所の減員分を除きます。

※同一年度に立地企業雇用奨励事業を行う場合を除きます。
	1人当たり30万円
	600万円

	f.
	商店街振興活性化事業
	①商店街振興組合等の団体が認定を受けた計画に基づき、商業活性化のために行う施設整備に要する経費

※1年につき1回に限ります。
	事業に要する経費の50％（愛知県が行う「がんばる商店街推進事業」に採択された場合は70％）以内の額
	2,000万円

◎2,800万円



	
	
	②商店街振興組合等の団体が認定を受けた計画に基づき、商業活性化のために行う運営に要する経費

※1年につき1回に限ります。
	［単独実施］

事業に要する経費の30％（愛知県が行う「がんばる商店街推進事業」に採択された場合は60％）以内の額
	100万円

◎200万円

	
	
	③商店街振興組合等の団体が認定を受けた計画に基づき、商業活性化のために3団体以上で共同で行う運営に要する経費
	［3団体以上の共同実施］

事業に要する経費の40％（愛知県が行う「がんばる商店街推進事業」に採択された場合は80％）以内の額
	200万円

◎400万円

	g.
	商店育成モデル

事業
	春日井商工会議所が行う繁盛店育成モデル事業に基づく商店の改装、改築に対する費用
	対象経費の10％以内の額
	100万円


◎愛知県が行う「がんばる商店街推進事業」に採択された場合

■その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問16　春日井市では、平成21年３月に「春日井市産業振興アクションプラン」を作成し、以下の５つを基本目標とする施策展開を進めています。

Ⅰ　企業に選ばれるサービスの提供　　　Ⅱ　優れた事業環境の提供　　　　　Ⅲ　連携の促進　

Ⅳ　情報発信力の強化　　　　　　　　　　　 Ⅴ　次世代の担い手育成

　　　　　あなたは、本アクションプランをご存知ですか。以下の選択肢から該当する番号に○印をつけてください。

　　　　　　
　　　1. 読んだことがある
2. 読んだことはないが存在は知っている
3. なんとなく聞いたことがある

4. はじめて聞いた

　　　　１．２．を回答いただいた方は、次の設問をお答えください。

　　　　　　アクションプランをどこで知りましたか。 → 　　　　　　1. 講演会・セミナー・会合で
2. 新聞で

3. インターネットやホームページで

4. 知り合い・取引先・友人から

5. その他

問17　「春日井市産業振興アクションプラン」では、春日井市と春日井商工会議所の窓口機能・相談機能などを見直し、サービスが高く利用しやすいワンストップサポートの構築を目指しています。窓口や相談が、市役所と商工会議所に跨ることで不便や問題と感じることがあれば、下欄に自由にお書きください。


問18　今後の春日井市の産業振興のあり方について、ご意見がありましたら自由にお書きください。


■　貴社について、ご記入ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	貴社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部署名

	役職名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お名前

	電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ番号

	本社所在地　

	創業年　　　西暦　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　　　　春日井市内事業所の設立年　　　西暦　　　　　　　　　年

	春日井市内にある事業所の業種について、該当する番号すべてに○印をおつけください。
【製造業】

1. 食料品製造業　　2. 飲食・たばこ・飼料製造業　　3. 繊維工業　  4. 衣服・その他繊維製品製造業　

5. 木材・木製品製造業　　6. 家具・装備品製造業　　7. パルプ・紙・紙加工品製造業

8. 印刷・同関連業　　9. 化学工業　　10. 石油製品・石炭製品製造業　　11. プラスチック製品製造業

12. ゴム製品製造業　　13. なめし革・同製品・毛皮製造業　　14. 窯業・土石製品製造業

15. 非鉄金属製造業　　16. 金属製品製造業　　17. 一般機械器具製造業　　18. 電気機械器具製造業
19. 情報通信気機械器具製造業　　20. 輸送用機械器具製造業　　21. 精密機械器具製造業

22. その他製造業

【運輸業（物流）】

23. 道路貨物運送業　　24. 倉庫業　　25. その他運輸に付帯するサービス業　
【卸・小売業】

26. 各種商品卸売業　　27. 繊維・衣服等卸売業　　28. 飲食料品卸売業

29. 建築材料、鉱物・金属材料等卸売業　　30. 機械器具卸売業　　31. その他の卸売業
32. 各種商品小売業　　33. 織物・衣服・身の回り品小売業　　34. 飲食料品小売業

35. 自動車・自転車小売業　　36. 家具・じゅう器・機械器具小売業　　37.その他小売業

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	春日井市内にある事業所の従業者数について、該当する番号ひとつに○印をおつけください（役員や非正規雇用者、あるいは事業主や無給家族従事者なども含む、働いている人すべての人数でお願いします）。

1. １～９人　　　　　　　2. １０～２９人　　　　　3. ３０～９９人　　

4. １００～２９９人　　　5. ３００～４９９人　　　6. ５００人以上


本アンケート調査へのご協力、誠にありがとうございました。このアンケート票を返信用封筒に入れて、切手を貼らずにご投函ください。　よろしくお願い致します。




































資料　１





〈商工会議所〉





〈　市　〉





〈　市　〉





〈商工会議所〉





1.過剰　　　　　　2.適正　　　　　3.不足




















A欄








【平成21年度】





【参考：平成20年度】





該当する番号を選んで○印をつけてください





【参考：平成20年度】





1.利用を検討したい　2.状況次第　3.条件があわない　4.必要性がない　5.わからない　　6.その他





該当する番号を、その数字を記入してください





【平成21年度】





自由回答欄





　1.過剰　　　　　　2.適正　　　　　3.不足





自由回答欄





自由回答欄





春日井市の産業振興アクションプランに関するアンケート調査　調査票





A欄





　1.楽である　　2.さほど苦しくない　3.苦しい





1.過剰　　　　　　2.適正　　　　　3.不足








ｲ. 経営革新・経営改善


ﾛ. 新ビジネス･新事業への展開


ﾊ. 販路開拓


ﾆ. 技術開発


ﾎ. 資金繰り


ﾍ. 雇用・採用


ﾄ. 人材育成


ﾁ. 不動産（用地・建物）の投資・売却





1.過剰　　　　　　2.適正　　　　　3.不足








1. 補助金・助成金の情報提供


2. コーディネーター・専門家の紹介


3. 制度、規制、税金などの説明


4. パートナー企業や企業マッチング


5. 公的機関や試験研究機関等の問合せ先の紹介


6. 売り先・仲介先などの紹介


7. マーケティング情報、海外情報などの提供


8. 催事やイベント等の情報提供





　①期待する分野（選択肢）





　②期待する機能（選択肢）





　1.良い　　　2.さほど良くない　　　3.悪い





自由回答欄





1.良い　　　2.さほど良くない　　　3.悪い





(件)
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